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ド

…
嗣
音
声
を
録

一
イ
ド
プ
レ
l

v

を
始
め
た
。

一
答
へ
の
利
便

ιめ
の
導
入

一泉
洞

・
王
国

化
財
の
古
民

ど
1
0
0
カ

の
説
明
を
録

日
か
ら
円以月

京
国
立
博
物

開
催
す
る
。

仏
造
立
に
関

レ
て
天
平
文

る
こ
と
が
で

聞
の
高
さ
4

ゐ
八
角
燈
簡

外
で
初
公
開

古
代
の
誕
生

犬
と
し
て
知

山
迦
仏
立
像

用
さ
れ
た
伎

ほ
ど
、
天
平

十
に
展
示
す

改装後の正目

「』
FIL-
-
r
し

正
面
入
口
の
サ
イ
ン
に

も
、
フ
7
サ
1
ド
・
カ
ッ
テ

イ
ン
グ
シ
1
ト
と
包
照
看
板

を
付
け
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
当
て
た
。
夜
間
で
も
文
字

が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に

し
、
シ
ョ
ッ
プ
の
視
認
性
は

高
ま
っ
た
。
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音
。
向
山
川
万
法
は
マ
ッ
プ
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

の
番
号
を
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
入

力
す
る
と
、
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら

約
1
分
の
説
明
を
附
く
こ
と

が
で
き
る
。

貸
出
し
料
金
は
1
台
1
日

5
0
0円
。
な
お
、
当
面
は

日
本
語
と
英
語
の
2
カ
国
語

の
み
だ
が
準
備
が
緩
い
次

第
、
北
京
語
や
台
湾
語
、
韓

国
語
も
導
入
し
て
い
く
。

問
い
合
わ
せ
H
g
0
9
8

(
9
4
9
)
7
4
2
1
。

ま
P鎌
倉
時
代
、
江
戸
時

代
に
大
仏
を
再
興
し
た
長
頭

上
人
、
公
慶
上
人
の
肖
像
彫

刻
の
傑
作
な
ど
を
通
じ
て
、

今
日
ま
で
脈
々
ζ
伝
え
ら
れ

る
東
大
寺
の
歴
史
を
紹
介
。

さ
ら
に
ハ
l
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
映
像
で
平
安
時
代
末

期
に
焼
失
し
た
創
建
時
の
大

仏
殿
を
再
現
、
寺
で
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
成
合
那
仏

の
背
面
を
含
め
、

8
M四
方

の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
3
6

0
度
ぐ
る
り
と
大
仏
を
見
学

で
き
る
。

地
域
力
創
造

7
つ
の
法
則

金
丸
弘
美

・
著

民
力
」
「
伝
統
カ
」

「
述
併

力
」
の
7
つ
の
地
域
力
と
し

て
分
類
し
た
。

食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
事
例
の
な
か
で
繰
り
返
し

足な

「
地
元
」
の
力

mmに
成
功
し
、
自
然
と
人
聞

が
共
生
で
き
る
ま
ち
を
目
指

す
兵
匝
県
。
岡
市
な
ど
。
各

地
の
事
例
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
が
偶
然
生
ま
れ
た
成
功
例

は
1
つ
も
な
い
。
「
地
一月
」

の
カ
を
見
出
し
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
進
化
し
て
い
る
。

著
者
で
あ
る
金
丸
弘
美
氏

は
、
食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
し
て
全
国
を
取
材
。
こ

れ
ま
で
訪
れ
た
股
村
や
ま
ち

は
9
0
0
カ
所
以
上
に
の
ぼ

る
。
関
心
は
海
外
に
も
向
げ

ら
れ
、
本
書
で
は
ス
ロ
ー
プ

l
ド
発
祥
の
地
、
イ
タ
リ
ア

や
少
な
い
予
算
で
効
果
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
宇
展
開
す

る
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
訪
れ

る。

2
0
0
8
年
か
ら
は
総

務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
も
認
定
さ
れ
、
地
域

お
こ
し
の
現
場
に
も
燐
わ

で
川

!
岳
」
る
。
本
書
で
は
元

岨
周
知
た辛

気
な
地
峡
の
事
例

比
し
胤

た

脚

力」

漕

岨叫
リ

「知

動

町
問

、『ユ

生

例
醐
帽

「編

地
ト
刀
に
取
材
に
行
っ
て
よ

く
目
に
す
る
の
が
寂
れ
た
商

白
街
や
農
村
の
風
景
。
地
方

は
衰
退
し
て
い
る
も
の
ば
か

り
一
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
く
つ
が
え
し
て

や
り
方
次
第
で
元
気
な
地
方

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
前
向
き

な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る

一
冊
。
紹
介
さ
れ
る
事
例
は

元
気
な
地
峡
ば
か
り
。
例
え

ば
、
生
産
か
ら
教
育
ま
で
を

手
が
げ
る
「
体
験
学
習
型
農

業
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
」
と
し

て
人
気
を
集
め
る
三
重
県
伊

賀
市
の

「モ
ク
モ
ク
手
づ
く

り
フ
ァ
ー
ム
」
ゃ
、
ゴ
ミ
リ

サ
イ
ク
ル
怒
加
%
以
上
を
達

成
す
る
日
本
一
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
、
鹿
児
島
県
大
崎

町
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

思
力
」
ニ
テ
ィ
カ
」

t
h
nげ
o
q
Jt
L
アピ

ジ
ナ
ル
尚
n
山
を
民
巾
し
て
似

列
し
、
奥
の
棚
の
段
上
段
は

p
pで
飾
っ
た
。

改
装
終
了
後
、
ヒ
版
部
長

は
「
外
か
ら
の
視
認
性
が
高

ま
り
、
円
内
も
商
品
が
凡
や

す
く
な
っ
た
」
と
評
価
。
シ

地
域
調
査
と
「
テ
キ
ス
ト
化
」

の
手
法
。

当
た
り
前
に
あ
り

す
ぎ
て
地
元
の
食
M
の
魅
力

に
気
付
い
て
い
な
い
地
域
は

多
い
。

「
背
垣
間
を
説
樹
で
き

る
テ
キ
ス
ト
を
準
備
し
、
た

だ
『
お
い
レ
い
で
す
よ
』
だ

け
で
は
終
わ
ら
な
い
売
り
込

み
を
は
か
ろ
う
と
い
う
戦

略
」
は
多
く
の
地
域
で
応
用

が
で
き
そ
う
だ
。

「人
口
減
少
、
高
給
化
が

進
む
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
み

た
い
な
同
じ
よ
う
な
安
い
も

の
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
、
た

く
さ
ん
の
人
を
呼
ぶ
と
い
?
つ

シ
ス
テ
ム
は
成
り
立
た
な

い
。
身
の
丈
に
あ
っ
た
も
の

を
自
分
た
ち
の
力
で
つ
く

り
、
そ
し
て
発
福
す
る
こ
と

が
必
習
と
金
丸
氏
は
語
る
。

(
N
T
T出
版
、

1
6
0
0

円
)
。


